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風力計
過
去
か
ら
現
在
そ
し
て
未
来
へ

　
昨
年
６
月
よ
り
ブ
ロ
ッ
ク
総
務（
四
国
）を
拝

命
い
た
し
ま
し
た
香
川
県
薬
剤
師
連
盟
の
久
間

一
德
で
す
。
香
川
県
薬
剤
師
連
盟
会
長
交
代
に

伴
い
、安
西
前
会
長
よ
り
引
継
ぎ
ま
し
た
。任
期

途
中
の
交
代
で
不
慣
れ
で
は
あ
り
ま
す
が
、精
一

杯
日
本
薬
剤
師
連
盟
の
活
動
に
尽
く
し
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

　
今
思
い
返
せ
ば
、私
の
祖
父（
既
に
他
界
）は
地

元
県
議
会
議
員
や
国
会
議
員
の
選
挙
活
動
や
後

援
会
活
動
に
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
い
ま
し
た
。

そ
し
て
選
挙
投
票
日
に
は
、必
ず
投
票
に
行
く
よ

う
言
わ
れ
、私
に
と
っ
て
は
そ
れ
が
当
然
と
考
え

て
い
ま
し
た
。
身
近
で
そ
の
よ
う
な
祖
父
の
姿

を
見
な
が
ら
育
っ
た
私
で
す
が
、若
い
頃
は「
誰

が
政
治
家
に
な
っ
て
も
世
の
中
は
さ
ほ
ど
変
わ

ら
な
い
だ
ろ
う
」と
考
え
て
い
た
自
分
が
い
ま
し

た
。
現
在
、薬
剤
師
と
し
て
働
く
中
、今
更
な
が

ら
で
は
あ
り
ま
す
が
政
治
力
の
重
要
性
を
身
を

も
っ
て
感
じ
ま
す
。

　
薬
剤
師
の
地
位
を
築
く
た
め
に
、多
く
の
先
輩

た
ち
が
政
治
の
力
も
借
り
な
が
ら
ご
苦
労
さ
れ

て
き
た
こ
と
に
対
し
て
頭
の
下
が
る
思
い
で
す
。

現
在
も
若
い
方
た
ち
の
中
に
、政
治
に
興
味
が
な

く
投
票
に
も
行
か
な
い
状
況
が
多
く
見
受
け
ら

れ
る
よ
う
な
気
が
し
ま
す
。「
薬
剤
師
職
能
、立

場
」は
未
来
の
あ
る
若
い
薬
剤
師
の
た
め
に
も
今

後
さ
ら
に
発
展
さ
せ
な
け
れ
ば
い
け
な
い
と
考

え
ま
す
。政
治
に
興
味
が
な
い
、無
関
心
な
方
た

ち
に
対
し
て
い
か
に
関
心
を
持
っ
て
も
ら
う
か
、

難
し
い
課
題
で
は
あ
り
ま
す
が
こ
れ
か
ら
も
知

恵
を
絞
り
、取
り
組
ん
で
い
く
覚
悟
の
今
日
こ
の

頃
で
す
。
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初
日
は
小
田
原
市
の
薬
局
16
か
所
を
訪
問

し
、夜
は
県
薬
剤
師
連
盟
総
務
会（
24
名
参
加
）

で
挨
拶
し
た
。
二
日
目
は
川
崎
市
川
崎
区
と
幸

区
の
薬
局
41
か
所
、A
O
I
国
際
病
院
と
川
崎

市
立
病
院
を
訪
問
し
、夜
は
川
崎
市
薬
剤
師
会

理
事
会（
ウ
ェ
ブ
、23
名
参
加
）で
挨
拶
し
た
。

三
日
目
は
鎌
倉
市
の
薬
局
23
か
所
、厚
木
市
の

薬
局
17
か
所
と
厚
木
市
立
病
院
を
訪
問
し
た
。

四
日
目
は
秦
野
市
の
薬
局
19
か
所
と
伊
勢
原
市

の
薬
局
17
か
所
、伊
勢
原
市
の
卸
事
業
所
１
か

所
を
訪
問
し
、夜
は
相
模
原
市
薬
剤
師
会
理
事

会（
ウ
ェ
ブ
、20
名
参
加
）で
挨
拶
し
た
。
五
日

目
は
横
須
賀
市
の
薬
局
49
か
所
、卸
事
業
所
２

か
所
と
神
奈
川
歯
科
大
学
病
院
を
訪
問
し
た
。

六
日
目
は
平
塚
市
の
薬
局
17
か
所
と
茅
ヶ
崎
市

の
薬
局
22
か
所
を
訪
問
し
た

支
部
訪
問
と
並
行
し
て

都
道
府
県
の
会
合
へ
も
参
加
！

　

1
月
中
旬
か
ら
2
月
中
旬
ま
で
に
開
催
さ
れ

た
都
道
府
県
主
催
の
会
合
へ
の
参
加
は
次
の
通

り
で
あ
っ
た
。

　

大
分
県（
豊
後
大
野
支
部
研
修
会
：
ウ
ェ
ブ
）、

宮
城
県（
薬
剤
師
フ
ォ
ー
ラ
ム
2
0
2
1
：
リ
ア

ル
）、福
井
県（
薬
剤
師
連
盟
総
務
会
）、福
島
県

（
薬
剤
師
連
盟
総
会
：
動
画
対
応
）、青
森
県（
若

手
薬
剤
師
フ
ォ
ー
ラ
ム
：
ウ
ェ
ブ
）、香
川
県（
薬

剤
師
会
理
事
会
：
ウ
ェ
ブ
）、愛
知
県（
薬
剤
師

指
導
者
育
成
フ
ォ
ー
ラ
ム
2
0
2
2
：
ウ
ェ
ブ
）。

そ
の
他
の
活
動
！

　

都
道
府
県
主
催
の
会
合
の
ほ
か
、2
月
6
日

に
は
日
本
女
性
薬
剤
師
会
都
道
府
県
会
長
連
絡

協
議
会
で
挨
拶（
ウ
ェ
ブ
）、2
月
7
日
に
は
日

本
薬
剤
師
会
卸
薬
剤
師
部
会
研
修
会
で
講
演
、

2
月
8
日
に
は
製
薬
政
治
連
盟
第
1
回
P
M

セ
ミ
ナ
ー
で
挨
拶
、2
月
14
日
に
は
城
西
大
学

で
講
義（
録
画
配
信
）、2
月
19
日
に
は
福
山
大

学
で
講
演（
ウ
ェ
ブ
）を
行
っ
た
。

毎
日
の
活
動
を

F
a
c
e
b
o
o
k
ペ
ー
ジ
に
掲
載
！

　
神
谷
副
会
長
は
、毎
日
の
活
動
状
況
を
写
真
と

と
も
に
F
a
c
e
b
o
o
k

ペ
ー
ジ「
神
谷
ま
さ
ゆ
き
の
活

動
日
誌
」に
掲
載
し
て
い
る

の
で
、是
非
閲
覧
願
い
ま
す
。

山口県（１月18日～21日）

岡山県（２月１日～３日）

神奈川県（２月９日～18日）

神神か
み
か
み

谷谷やや

ま
さ
ゆ
き
副
会
長

ま
さ
ゆ
き
副
会
長

活
動
報
告（

活
動
報
告（
1313
））

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
は
、昨
年
12

月
中
旬
に
市
中
感
染
が
確
認
さ
れ
た
オ
ミ
ク
ロ

ン
株
に
よ
る
感
染
が
年
明
け
か
ら
急
拡
大
し
、

1
月
9
日
に
3
県
、1
月
21
日
に
13
都
県
、1
月

27
日
に
18
道
府
県
、2
月
5
日
に
1
県
に
ま
ん

延
防
止
等
重
点
措
置
が
実
施
さ
れ
て
お
り
、医

療
提
供
体
制
の
確
保
と
感
染
防
止
対
策
の
徹
底
、

3
回
目
の
ワ
ク
チ
ン
接
種
が
急
が
れ
て
い
る
。

　

こ
の
よ
う
な
中
で
神
谷
ま
さ
ゆ
き
副
会
長

の
訪
問
活
動
は
、広
島
県
は
延
期
と
な
っ
た
が
、

山
口
県
は
リ
ア
ル
訪
問
と
ウ
ェ
ブ
訪
問
を
併
用

し
、岡
山
県
は
薬
局
訪
問
は
中
止
と
し
て
ウ
ェ

ブ
会
合
等
を
開
催
し
、神
奈
川
県
は
薬
局
訪
問

を
中
心
に
実
施
し
た
。

1
月
か
ら
2
月
中
旬
に
か
け
て
の

支
部
訪
問
活
動
！

●
山
口
県（
1
月
18
日
〜
21
日
）

　

初
日
は
山
口
市
と
宇
部
市
の
卸
事
業
所
2
か

所
を
訪
問
し
た
後
、県
薬
剤
師
連
盟
を
拠
点
に

柳
井
支
部
、光
支
部
、下
松
支
部
、徳
山
支
部
の

薬
局
27
か
所
と
山
口
赤
十
字
病
院
を
リ
モ
ー
ト

訪
問
し
、夜
に
は
山
口
県
薬
剤
師
連
盟
フ
ォ
ー

ラ
ム
2
0
2
1（
ウ
ェ
ブ
、62
名
参
加
）が
開
催

さ
れ
た
。
二
日
目
は
徳
山
支
部
、新
南
陽
支
部
、

防
府
支
部
、吉
南
支
部
、山
口
支
部
の
薬
局
18

か
所
を
県
薬
剤
師
連
盟
か
ら
リ
モ
ー
ト
訪
問
、

15
か
所
を
リ
ア
ル
訪
問
し
、県
薬
剤
師
会
が
県

か
ら
委
託
を
受
け
て
い
る「
ワ
ク
チ
ン
接
種
専

門
相
談
セ
ン
タ
ー
」
を
見
学
し
た
。
ま
た
、
夜

に
は
神
谷
副
会
長
の
出
身
大
学
の
福
山
大
学

同
窓
生
に
よ
る
励
ま
す
会（
ウ
ェ
ブ
併
用
、22

名
参
加
）が
開
催
さ
れ
た
。
三
日
目
は
山
口
市

の
卸
事
業
所
3
か
所
を
訪
問
し
た
後
、宇
部
支

部
、山
陽
小
野
田
支
部
、美
祢
支
部
、下
関
支
部

の
薬
局
34
か
所
を
訪
問
し
、夜
は
下
関
支
部
定

例
会（
ウ
ェ
ブ
併
用
、60
名
参
加
）に
参
加
し
た
。

四
日
目
は
下
関
市
の
卸
事
業
所
1
か
所
を
訪
問

し
、下
関
支
部
、長
門
支
部
、萩
支
部
の
薬
局
29

か
所
を
訪
問
し
た
。

●
岡
山
県（
2
月
1
日
〜
3
日
）

　

初
日
は
病
院
薬
剤
師
と
の
懇
話
会（
ウ
ェ
ブ
、

48
名
参
加
）に
参
加
し
、意
見
交
換
を
行
っ
た
。

二
日
目
は
県
薬
剤
師
連
盟
の
役
員
等
に
よ
る
神

谷
ま
さ
ゆ
き
を
囲
む
会（
ウ
ェ
ブ
、50
名
参
加
）

に
参
加
し
た
。
三
日
目
は
岡
山
市
薬
剤
師
会
理

事
会（
ウ
ェ
ブ
、16
名
参
加
）で
リ
モ
ー
ト
挨
拶

し
た
後
、県
薬
剤
師
連
盟
青
年
部
・
女
性
部
に

よ
る
交
流
会「
カ
ミ
ヤ
ト
ー
ー
ク
」（
ウ
ェ
ブ
、

20
名
参
加
）に
参
加
し
、意
見
交
換
し
た
。

●
神
奈
川
県（
2
月
9
日
〜
18
日
）

　

初
日
は
小
田
原
市
の
薬
局
16
か
所
を
訪
問

し
、夜
は
県
薬
剤
師
連
盟
総
務
会（
24
名
参
加
）

で
挨
拶
し
た
。
二
日
目
は
川
崎
市
川
崎
区
と
幸

区
の
薬
局
41
か
所
、A
O
I
国
際
病
院
と
川
崎

市
立
病
院
を
訪
問
し
、夜
は
川
崎
市
薬
剤
師
会

理
事
会（
ウ
ェ
ブ
、23
名
参
加
）で
挨
拶
し
た
。

三
日
目
は
鎌
倉
市
の
薬
局
23
か
所
、厚
木
市
の

薬
局
17
か
所
と
厚
木
市
立
病
院
を
訪
問
し
た
。

四
日
目
は
秦
野
市
の
薬
局
19
か
所
と
伊
勢
原

市
の
薬
局
17
か
所
、伊
勢
原
市
の
卸
事
業
所
１

か
所
を
訪
問
し
、夜
は
相
模
原
市
薬
剤
師
会
理

事
会（
ウ
ェ
ブ
、20
名
参
加
）で
挨
拶
し
た
。
五

日
目
は
横
須
賀
市
の
薬
局
49
か
所
、卸
事
業
所

２
か
所
と
神
奈
川
歯
科
大
学
病
院
を
訪
問
し

た
。
六
日
目
は
平
塚
市
の
薬
局
17
か
所
と
茅
ヶ

崎
市
の
薬
局
22
か
所
を
訪
問
し
た

支
部
訪
問
と
並
行
し
て

都
道
府
県
の
会
合
へ
も
参
加
！

　

1
月
中
旬
か
ら
2
月
中
旬
ま
で
に
開
催
さ

れ
た
都
道
府
県
主
催
の
会
合
へ
の
参
加
は
次

の
通
り
で
あ
っ
た
。

　

大
分
県（
豊
後
大
野
支
部
研
修
会
：
ウ
ェ
ブ
）、

宮
城
県（
薬
剤
師
フ
ォ
ー
ラ
ム
2
0
2
1
：
リ
ア

ル
）、福
井
県（
薬
剤
師
連
盟
総
務
会
）、福
島
県

（
薬
剤
師
連
盟
総
会
：
動
画
対
応
）、青
森
県（
若

手
薬
剤
師
フ
ォ
ー
ラ
ム
：
ウ
ェ
ブ
）、香
川
県（
薬

剤
師
会
理
事
会
：
ウ
ェ
ブ
）、愛
知
県（
薬
剤
師

指
導
者
育
成
フ
ォ
ー
ラ
ム
2
0
2
2
：
ウ
ェ
ブ
）。

そ
の
他
の
活
動
！

　

都
道
府
県
主
催
の
会
合
の
ほ
か
、2
月
6
日

に
は
日
本
女
性
薬
剤
師
会
都
道
府
県
会
長
連
絡

協
議
会
で
挨
拶（
ウ
ェ
ブ
）、2
月
7
日
に
は
日

本
薬
剤
師
会
卸
薬
剤
師
部
会
研
修
会
で
講
演
、

2
月
8
日
に
は
製
薬
政
治
連
盟
第
1
回
P
M

セ
ミ
ナ
ー
で
挨
拶
、2
月
14
日
に
は
城
西
大
学

で
講
義（
録
画
配
信
）、2
月
19
日
に
は
福
山
大

学
で
講
演（
ウ
ェ
ブ
）を
行
っ
た
。



　

令
和
4
年
2
月
11
日（
金
）、J
P
L
フ
ォ
ー

ラ
ム
2
0
2
2
が『
今
こ
そ
つ
な
ご
う
、女
性

の
力
』を
テ
ー
マ
に
開
催
さ
れ
た
。
東
京
都
な

ど
で
ま
ん
延
防
止
等
重
点
措
置
が
適
用
さ
れ

て
い
る
こ
と
か
ら
、A
P
日
本
橋
の
ス
タ
ジ
オ

は
挨
拶
や
運
営
の
担
当
の
方
々
の
み
と
し
、完

全
ウ
ェ
ブ
で
の
開
催
と
な
り
、来
賓
3
名
、役

員
・
企
画
実
行
委
員
31
名
、全
国
よ
り
47
名
の

女
性
薬
剤
師
が
参
加
し
た
。

　

司
会
は
、小
屋
敷
企
画
実
行
委
員
が
担
当
し
、

荻
野
副
会
長
の
挨
拶
で
13
時
10
分
に
開
会
。

　

来
賓
と
し
て
、近
藤
由
利
子
日
本
女
性
薬
剤

師
連
盟
会
長
、と
か
し
き
な
お
み
前
衆
議
院
議

員
よ
り
、そ
れ
ぞ
れ
神
谷
ま
さ
ゆ
き
副
会
長
を

応
援
す
る
挨
拶
が
あ
っ
た
。

特
別
講
演

　

そ
の
後
、本
田
顕
子
参
議
員
議
員
よ
り
、「
全

国
比
例
選
挙
を
通
じ
て
感
じ
た
1
票
の
重
み
」

と
題
し
て
講
演
が
あ
り
、薬
剤
師
二
人
体
制
の

重
要
性
や
、顔
の
見
え
る
関
係
の
人
か
ら
確
実

な
票
を
増
や
す
こ
と
の
大
切
さ
に
つ
い
て
述

べ
ら
れ
た
。

決
意
表
明

　

続
い
て
、神
谷
ま
さ
ゆ
き
副
会
長
が
登
壇
し
、

全
国
キ
ャ
ラ
バ
ン
で
感
じ
た
思
い
や
こ
れ
か

ら
の
薬
剤
師
・
薬
業
界
へ
の
熱
い
思
い
、そ
し

て
必
ず
未
来
に
つ
な
げ
た
い
と
い
う
強
い
決

意
が
表
明
さ
れ
た
。

グ
ル
ー
プ
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

　

橋
本
常
任
総
務
か

ら
、
私
た
ち
女
性
の

力
で
、
全
国
に
神
谷

ま
さ
ゆ
き
副
会
長
の

名
前
を
知
ら
し
め
、

フ
ァ
ン
に
な
っ
て
も

ら
う
と
い
う
フ
ォ
ー

ラ
ム
の
目
的
と
趣
旨

説
明
が
行
わ
れ
た
。

14
時
か
ら
ブ
レ
イ
ク

ア
ウ
ト
ル
ー
ム
機
能

を
使
い
、A
〜
F
ま

で
の
6
ブ
ロ
ッ
ク
に

分
か
れ
、
企
画
実
行

委
員
が
チ
ュ
ー
タ
ー
と
な
り『
広
げ
よ
う
サ
ム

シ
ン
グ
グ
リ
ー
ン
』を
テ
ー
マ
に
デ
ィ
ス
カ
ッ

シ
ョ
ン
が
行
わ
れ
た
。

　

S
D
G
で
は
次
の
3
つ
の
内
容
に
つ
い
て

協
議
し
、こ
れ
か
ら
の
活
動
に
つ
な
げ
る
こ
と

を
目
標
と
し
た
。

①�

各
都
道
府
県
で
、こ
れ
か
ら
7
月
ま
で
に
何

を
す
る
か
。

②�

各
都
道
府
県
で
、薬
剤
師
連
盟
会
長
・
幹
事

長
に
対
し
て
行
う
J
P
L
報
告
会
の
日
程

を
決
め
る
。

③�

こ
れ
か
ら
の
活
動
の
進
捗
状
況
確
認
や
相

談
の
た
め
、ブ
ロ
ッ
ク
ご
と
に
毎
月
W
E
B
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来賓挨拶
（近藤由利子日本女性薬剤師連盟会長）

決意表明
（神谷まさゆき副会長）

趣旨説明
（橋本昌子常任総務）

来賓挨拶
（とかしきなおみ前衆議院議員）

特別講演
（本田顕子参議員議員）

J
P
L
フ
ォ
ー
ラ
ム
２
０
２
2
が
開
催
さ
れ
る
!!

グループ ブロック チューター（企画実行委員）
A 北海道・東北 斉藤・藤谷
B 関東・東京 福嶋
C 北陸信越・東海 梶浦・吉田・金井
D 近畿・大阪 伊藤・大桑
E 中国・四国 竹本・高島
F 九州 田城

開会挨拶
（荻野構一副会長）

F（九州ブロック）

B（関東・東京ブロック） C（北陸信越・東海ブロック）

E（中国・四国ブロック）D（近畿・大阪ブロック）

A（北海道・東北ブロック）



会
議
を
開
催
す
る
た
め
担
当
者
や
日
程
を

決
め
る
。

　

ま
た
、神
谷
副
会
長
は
、順
番
に
グ
ル
ー
プ

に
入
り
交
流
し
た
。

　

15
時
40
分
各
グ
ル
ー
プ
か
ら
の
発
表
の
後
、

16
時
10
分
か
ら
岩
本
幹
事
長
の
総
評
が
あ
り
、

こ
の
ま
ま
で
は
い
け
な
い
、こ
れ
か
ら
7
月
に

む
け
て
全
力
で
頑
張
っ
て
ほ
し
い
と
厳
し
く

愛
の
あ
る
激
励
が
あ
っ
た
。

　

そ
の
後
、愛
知
県
薬
剤
師
連
盟　

原
和
子
先

生
の
コ
ー
ル
で
全
国
の
女
性
薬
剤
師
が
心
を

一
つ
に
し
、山
本
会
長
の
閉
会
挨
拶
で
終
了
し

た
。
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令
和
4
年
2
月
2
日
、神
谷
ま
さ
ゆ
き
中
央

後
援
会
主
催
の「
事
務
担
当
者
会
議
」が
13
時

30
分
よ
り
行
わ
れ
た
。
こ
の
会
議
は
中
央
後
援

会
と
都
道
府
県
後
援
会
と
の
連
携
を
図
る
た

め
に
開
催
さ
れ
て
い
る
も
の
で
、全
国
の
事
務

担
当
者
が
本
来
で
あ
れ
ば
一
同
に
介
し
て
行
う

も
の
で
あ
る
が
、昨
今
の
事
情
に
よ
り
今
回
は

W
E
B
で
行
わ
れ
た
。

　

定
刻
に
中
央
後
援
会
浜
田
副
会
長
の
司
会
で

始
ま
り
、最
初
に
山
本
会
長
よ
り
日
頃
の
後
援

会
活
動
に
対
す
る
お
礼
と
共
に
、引
き
続
き
の

協
力
依
頼
の
挨
拶
が
あ
っ
た
。

　

次
に「
公
職
選
挙
法
と
後
援
会
活
動
に
つ
い

て
」と
題
し
、日
本
薬
剤
師
連
盟
の
橋
爪
顧
問

弁
護
士
よ
り
ご
講
演
を
い
た
だ
い
た
。
ま
ず
政

治
活
動
と
選
挙
運
動
と
の
違
い
が
説
明
さ
れ
、

実
際
に
あ
っ
た
違
反
例
を
挙
げ
な
が
ら
文
書
違

反
・
買
収
・
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
使
っ
た
運
動
等

に
つ
い
て
の
注
意
点
が
述
べ
ら
れ
た
。

　

続
い
て
荻
野
副
会
長
よ
り「
今
後
の
後
援
会

活
動
に
関
す
る
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
に
つ
い
て
」、

大
澤
副
会
長
よ
り「
支
援
者
名
簿
の
入
力
等
に

つ
い
て
」及
び「
選
挙
活
動
マ
ニ
ュ
ア
ル
に
つ

い
て
」、鳥
海
副
会
長
よ
り「
S
N
S
対
策
に
つ

い
て
」、石
井
副
会
長
よ
り「
支
援
団
体
等
に
つ

い
て
」そ
れ
ぞ
れ
説
明
が
な
さ
れ
た
。
そ
し
て

質
疑
応
答
が
行
わ
れ
た
後
に
、川
田
副
会
長
よ

り
閉
会
挨
拶
と
コ
ー
ル
が
行
わ
れ
終
了
と
な
っ

た
。

　

ま
た
、1
月
31
日
に
は
、都
道
府
県
の
幹
事

長
を
対
象
と
し
て
、「
選
挙
活
動
マ
ニ
ュ
ア
ル

（
案
）」の
説
明
会
が
W
E
B
で
開
催
さ
れ
た
。

　

あ
と
3
ヵ
月
間
、共
に
頑
張
り
ま
し
ょ
う
!

「
事
務
担
当
者
会
議
」・「
選
挙
活
動
マ
ニュア
ル
説
明
会
」が

「
事
務
担
当
者
会
議
」・「
選
挙
活
動
マ
ニュア
ル
説
明
会
」が

W
E
B

W
E
B
で
開
催
さ
れ
る

で
開
催
さ
れ
る

　3月3日（木）に開催された参議院予算委員会において質問の機会をい
ただきました。
　ロシア軍によるウクライナ侵略が継続されている情勢であったため、
まず、ウクライナ情勢について質問しました。過去の経験がある日本が
平和の大切さを一番知っているので、平和に向けた対策を政府にお願い
し、外務省と経済産業省から答弁をいただきました。
　次に、コロナ対策について、3回目のワクチンの接種状況、水際対策の
段階的緩和、国内開発医薬品の海外展開への支援策、小中高における公
衆衛生教育の必要性、健康危機管理庁の新設について担当省庁に質問し
ました。ワクチン接種についての答弁の中で、島村大厚労政務官からワ
クチンの分注などに携わっている薬剤師への感謝の言葉が述べられ、ま
た、公衆衛生教育についての答弁の中で、末松信介文科大臣から学校薬
剤師による指導の充実の重要性について発言されたことは、予想してい
なかった答弁であったため、とてもうれしく受け止めました。
　最後に、後発医薬品の安定供給に向けての予算措置などについて後藤
茂之厚労大臣に質問しました。2年以上にわたる供給不足に対して現場
の薬剤師や薬局から悲鳴の声を聞いていること、令和4年度政府予算案
に後発医薬品の使用促進事業と信頼性確保事業が盛り込まれているが、
現場の関係者にとって納得できる予算であると考えてよいのかなどを
質問しました。後藤大臣からは、予算の内容、品質確保のための調査体
制の強化などについて答弁をいただきました。
　後発医薬品はもとより、医薬品の安定供給が確保されるよう、引き続
き国政の場で声をあげて行くこととしています。

予算委員会で質問

自由民主党副幹事長・女性局長代理
参議院議員・薬剤師 本田顕子

オレンジ日記

　新型コロナウイルス感染症の第6波はピークを過ぎつつありますが、減少
スピードは思いのほか遅く、感染者の絶対数は多く死亡者数も高いレベル
にあります。政府はワクチンの3回目ブースター接種を急ぐとともに、経口
治療薬を確保し、高齢者や基礎疾患を有するハイリスク患者の重症化防止
に努めています。
　一方、日本より一足早く感染のピークを迎えた欧米等では、英国首相がイ
ングランドでのコロナウイルス陽性者の自主隔離等の行動規制を、ワクチ
ン接種が進んでいることなども考慮して、2月24日をもって撤廃すること
を明らかにする等、国民の行動制限を緩和して社会経済活動を再活性化す
るための取組を始めています。
　日本においても、昨年11月から強化していた水際対策を3月1日から緩和
し、原則禁止だった外国人の新規入国をビジネス関係者や技能実習生など
観光目的以外の入国を認めることとなりました。また、入国後7日間の待機
期間もワクチン3回接種などの条件を満たせば免除、または3日間に短縮し
ました。ただし、1日当たりの入国者数の上限は5千人程度まで引き上げた
ものの、その枠組みは残るところとなり、経済界からは更なる緩和を求める
声が上がっています。
　オミクロン株の特性や諸外国の規制との調和等も考慮して、感染抑制と
社会活動の両立を見据えた対応を進めていくことが極めて重要となってい
ます。またその成否は、夏の参議院議員選挙の結果にも大きな影響を及ぼす
ものと思います。

感染抑制と社会経済活動の両立に向けて

RReporteport
もとゆきもとゆき 藤井もとゆき国会レポート

参議院議員・薬剤師・薬学博士
参議院自由民主党政策審議会長 藤井基之

閉会挨拶
（山本信夫会長）

比
例
代
表
は
政
党
名
で
は
な
く

必
ず
！
候
補
者
名
を
書
こ
う
！

参
議
院
選
挙
の
仕
組
み
と
投
票
方
法

　
参
議
院
議
員
選
挙

は「
選
挙
区
選
挙
」と

「
比
例
代
表
選
挙
」が

あ
り
ま
す
。

　
比
例
代
表
選
挙
で

は
当
選
さ
せ
た
い
候

補
者
の
獲
得
票
が
多

け
れ
ば
多
い
ほ
ど
、政

党
内
候
補
の
順
位
が

上
が
り
ま
す
。

苗
字

名
前

比
例
代
表
選
挙

は
名
前
を
書
か
な

い
と
政
党
内
順
位

が
上
が
ら
な
い
仕

組
み
で
す

選挙区選挙の投票１枚目

比例代表（全国区）2枚目



4vol.79  令和4年（2022年）3月20日発行日 薬 連 盟 だ よ り

選
挙
と
父

　

令
和
元
年
に
編
集
後
記
を
書
い
て
か
ら

一
年
半
が
過
ぎ
、当
時
は
文
中
で
コ
ロ
ナ
禍

の
収
束
を
願
っ
た
が
、未
だ
に
そ
れ
は
叶
い

そ
う
も
な
い
。
そ
ん
な
中
、掲
載
さ
れ
た
神

谷
副
会
長
の
物
語
を
拝
見
し
、私
も
父
に
つ

い
て
書
こ
う
と
思
い
立
っ
た
。

　

貨
物
列
車
の
機
関
士
だ
っ
た
父
は
、当
時

盛
ん
だ
っ
た
組
合
運
動
に
情
熱
を
注
い
だ
。

ひ
と
た
び
選
挙
と
な
れ
ば
、組
合
が
推
す
候

補
者
の
た
め
に
我
が
家
は
選
挙
事
務
所
と

化
し
、昼
夜
を
問
わ
ず
組
合
員
が
手
弁
当
で

集
ま
り
、名
簿
や
ポ
ス
タ
ー
、ビ
ラ
等
で
足

の
踏
み
場
も
な
く
な
っ
た
。
終
始
罵
声
が

飛
び
交
い
、「
電
話
作
戦
」の
た
め
家
の
電

話
は
つ
な
が
ら
な
く
な
り
、終
盤
に
入
る
と

候
補
者
本
人
が
宿
泊
し
た
こ
と
も
あ
っ
た
。

　

程
な
く
国
鉄
に
民
営
化
の
波
が
押
し
寄

せ
、組
合
の
旗
頭
だ
っ
た
父
は
冷
遇
さ
れ
機

関
士
の
職
も
遠
の
い
た
。
心
血
を
注
い
だ

父
に
対
し
て
救
い
の
手
は
差
し
伸
べ
ら
れ

ず
、心
な
し
か
荒
れ
た
酒
も
多
く
な
っ
た
。

　

退
職
し
た
父
と
連
盟
活
動
に
関
し
て
話

す
と
熱
に
応
じ
て
自
然
と
声
高
に
な
る
。

曰
く「
な
ぜ
も
っ
と
厳
し
く
一
票
の
票
読
み

を
し
な
い
の
か
」「
な
ぜ
も
っ
と
運
動
を
強

要
し
な
い
の
か
」「
お
前
ら
の
運
動
は
児
戯

に
等
し
い
」と
に
べ
も
な
い
。

　

父
に
と
っ
て
、当
時
の
活
動
を
そ
こ
ま
で

駆
り
立
て
た
も
の
は
一
体
何
だ
っ
た
の
か
、

私
に
は
よ
く
わ
か
ら
な
い
。
た
だ
愚
痴
も

言
わ
ず
楽
し
げ
に
語
る
父
を
見
る
と
、損
得

な
ど
些
末
な
こ
と
を
論
じ
る
の
は
無
粋
に

思
え
て
し
ま
う
。
そ
し
て
今
年
の
７
月
に
は
、

自
分
に
も
父
の
よ
う
に
あ
の
満
ち
足
り
た

顔
で
酒
杯
を
交
わ
す
日
が
来
る
こ
と
を
願
っ

て
い
る
。

 

（
M
・
K
）

編集後記

●
広
報
委
員

　
　

鳥
海　

良
寛
、石
井　

甲
一

　
　

大
澤　

泰
輔
、丹
羽　

松
弘

　
　

橋
本　

昌
子
、加
茂　

雅
行

　
　

和
泉
啓
司
郎
、渡
邊
美
知
子

企画実行委員と共に（左から4人目が神谷副会長）

神
谷
ま
さ
ゆ
き
副
会
長
の
人
と
な
り
を
読
者
の
皆
さ
ん
に
知
っ
て
い
た
だ
く
た

神
谷
ま
さ
ゆ
き
副
会
長
の
人
と
な
り
を
読
者
の
皆
さ
ん
に
知
っ
て
い
た
だ
く
た

め
、神
谷
ま
さ
ゆ
き
副
会
長
と
お
付
き
合
い
の
あ
る
方
々
よ
り
、神
谷
副
会
長
に

め
、神
谷
ま
さ
ゆ
き
副
会
長
と
お
付
き
合
い
の
あ
る
方
々
よ
り
、神
谷
副
会
長
に

対
す
る
率
直
な
印
象
な
ど
を
語
っ
て
い
た
だ
く
こ
と
に
し
た
。
是
非
ご
一
読
い

対
す
る
率
直
な
印
象
な
ど
を
語
っ
て
い
た
だ
く
こ
と
に
し
た
。
是
非
ご
一
読
い

た
だ
き
た
い
。

た
だ
き
た
い
。

ヒ
ュ
ー
マ
ン

ヒ
ュ
ー
マ
ン「
神
谷
ま
さ
ゆ
き
」を
た
ず
ね
て

「
神
谷
ま
さ
ゆ
き
」を
た
ず
ね
て

こ
れ
ぞ
!
一
心
同
体
の
親
友
&
戦
友

で
す

◆
斉
藤
晃
雄
さ
ん

　�

北
海
道
薬
剤
師
連

盟�

幹
事
長
／
日
本

薬
剤
師
連
盟�

　
企
画
実
行
委
員

①�

彼
が
35
歳
の
時
に
初
め
て
出
会
っ
た
時
か
ら

絶
対
に
彼
は
将
来
、私
た
ち
薬
剤
師
職
能
の

代
表
候
補
者
に
最
適
だ
と
思
わ
せ
る
見
た
目

通
り
の
誠
実
、真
面
目
、責
任
感
の
強
い
好

青
年
で
す
!

　

�

初
め
て
見
た
時
の
印
象
は
演
歌
歌
手
の
山
内

恵
介
に
激
似
だ
な
と
思
い
ま
し
た
。

②�

彼
と
は
7
年
前
の
企
画
実
行
委
員
会
で
初
め

て
出
会
っ
て
3
期
6
年
間
一
緒
に
藤
井
選

挙
・
本
田
選
挙
を
戦
い
ま
し
た
。
共
に
元
エ
ー

ザ
イ
M
R
で
父
親
か
ら
小
さ
な
街
の
薬
局

を
受
け
継
い
だ
と
い
う
経
歴
が
一
緒
で
、年

齢
は
私
の
方
が
一
回
り
ほ
ど
上
で
す
が
、本

当
に
出
会
っ
た
頃
か
ら
気
が
合
う
良
き
友
人

で
す
。
3
期
6
年
間
一
緒
に
企
画
実
行
委
員

を
担
当
し
た
の
は
神
谷
君
と
私
だ
け
で
、選

挙
開
票
日
当
日
の
朝
方
4
時
頃
の
当
選
発
表

の
瞬
間
ま
で
眠
ら
ず
に
藤
井
選
挙
・
本
田
選

挙
の
勝
利
の
瞬
間
を
共
に
過
ご
し
ま
し
た
。

次
は
キ
ミ
だ
よ
!
と
藤
井
選
挙
の
時
に
本

①�

神
谷
副
会
長
の
第
一
印
象
は
真
面
目
で
堅
い
印
象
を
受
け
る
方
が
多
い
と
思
い
ま
す
が
、

実
際
に
身
近
で
お
付
き
合
い
さ
れ
て
、
彼
は
ど
ん
な
青
年
で
し
ょ
う
か
？

②
当
時
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
が
あ
れ
ば
教
え
て
く
だ
さ
い
。

③
組
織
内
候
補
に
な
っ
た
と
知
っ
た
時
、
ど
う
思
わ
れ
ま
し
た
か
？

④
こ
れ
か
ら
の
神
谷
副
会
長
に
期
待
す
る
こ
と
。

⑤
全
国
の
薬
剤
師
に
向
け
て
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
お
願
い
し
ま
す
。

気
で
言
っ
た
の
を
よ
く
覚
え
て
い
ま
す
。

③�

最
適
任
だ
と
心
か
ら
思
い
ま
し
た
。
彼
が
組

織
内
候
補
な
ら
私
も
何
が
あ
ろ
う
と
責
任

も
っ
て
最
後
ま
で
企
画
実
行
委
員
を
継
続
し

よ
う
!
と
す
ぐ
に
思
い
、現
在
4
期
目
の
企

画
実
行
委
員
を
継
続
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
お

り
ま
す
。

④�

無
理
を
し
な
い
で
今
、出
来
る
こ
と
を
し
っ

か
り
や
っ
て
い
た
だ
け
れ
ば
い
い
で
す
!

背
伸
び
せ
ず
に
一
歩
ず
つ
確
実
に
成
長
し
て

い
っ
て
欲
し
い
で
す
。
周
り
か
ら
何
と
言
わ

れ
よ
う
と
私
た
ち
チ
ー
ム
神
谷
は
全
力
で
サ

ポ
ー
ト
し
て
い
き
ま
す
。
ま
ず
は
体
調
管
理

を
最
優
先
に
長
期
戦
を
乗
り
越
え
て
欲
し
い

で
す
。

⑤�

私
た
ち
が
公
募
の
上
で
何
度
も
面
接
、選
考

を
繰
り
返
し
て
全
会
一
致
で
公
認
し
た
組
織

内
候
補
者
で
す
。
誰
の
た
め
に
名
簿
記
入
や

応
援
す
る
の
で
し
ょ
う
か
?
そ
れ
は
自
分

た
ち
の
た
め
で
す
!
人
生
を
賭
け
て
代
表

し
て
立
ち
上
が
っ
て
く
れ
た『
神
谷
ま
さ
ゆ

き
』を
職
域
に
関
係
な
く
A
L
L
薬
剤
師
で

支
え
て
い
き
ま
し
ょ
う
。
特
に
同
世
代
と
次

世
代
の
薬
剤
師
、薬
学
生
の
み
な
さ
ん
、一

致
団
結
し
て
立
ち
上
が
る
時
で
す
。
薬
剤
師

職
能
と
い
う
自
分
た
ち
の
未
来
は
自
分
た
ち

で
作
り
ま
し
ょ
う
!

過
去
は
振
り
返
ら
な
い
。

薬
剤
師
の
未
来
を
切
り
開
く

◆
吉
田
英
樹
さ
ん

　�

富
山
県
薬
剤
師
連

盟�

幹
事
長
／
日
本

薬
剤
師
連
盟

　
企
画
実
行
委
員

①�

初
め
て
お
会
い
し
た
の
は
平
成
26
年
7
月
、

日
本
薬
剤
師
連
盟
の
企
画
実
行
委
員
会
。
神

谷
さ
ん
は
東
海
ブ
ロ
ッ
ク
の
代
表
、私
は
病

院
薬
剤
師
会
の
代
表
で
あ
り
い
つ
も
会
議
で

は
丁
度
向
か
い
合
っ
て
の
席
順
と
な
り
、彼

の
表
情
を
よ
く
拝
見
し
て
ま
し
た
。
会
議
に

臨
む
姿
は
、背
筋
を
ピ
ー
ン
と
伸
ば
し
、身

だ
し
な
み
は
い
つ
も
き
ち
ん
と
し
て
お
り
、

ネ
ク
タ
イ
が
と
て
も
お
似
合
い
な
若
手
の

ホ
ー
プ
で
し
た
。
会
議
で
は
、ト
ッ
プ
バ
ッ

タ
ー
で
発
言
す
る
事
が
多
く
と
て
も
鋭
敏
で

あ
り
、話
す
際
に
は
ソ
フ
ト
な
口
調
で
分
か

り
や
す
い
言
葉
を
使
っ
て
説
得
力
が
あ
り
ま

し
た
。
ま
た
他
の
委
員
か
ら
発
言
あ
る
時
は
、

相
手
の
顔
を
き
ち
ん
と
見
て
、と
き
お
り
笑

顔
で
話
し
を
聞
い
て
い
る
姿
が
印
象
的
で
し

た
。
直
接
お
会
い
し
て
話
を
す
る
と「
堅
い
」

と
言
う
よ
り
は「
ソ
フ
ト
」と
感
じ
ま
す
が
、

す
べ
て
に
お
い
て
熱
い
情
熱
を
持
ち
合
わ
せ

て
い
る
人
で
す
。

②�

日
本
薬
剤
師
連
盟
の
全
国
薬
剤
師
フ
ォ
ー
ラ

ム
に
て
北
陸
・
東
海
地
区
エ
リ
ア
の
S
G
D

（
ス
モ
ー
ル
グ
ル
ー
プ
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
）

で
チ
ュ
ー
タ
ー
役
を
ご
一
緒
す
る
機
会
が
多

く
、企
画
実
行
委
員
の
役
割
は「
限
ら
れ
た

時
間
の
中
で
意
見
を
ま
と
め
・
参
加
者
に
決

定
事
項
を
各
県
に
持
ち
帰
り
、今
後
の
連
盟

活
動
に
役
立
て
て
も
ら
う
事
」で
す
。
し
か

し
参
加
者
の
意
見
は
バ
ラ
バ
ラ
で
意
見
が
分

か
れ
収
集
が
つ
か
な
い
時
が
多
く
、苦
労
し

て
い
ま
し
た
。
そ
ん
な
中
で
神
谷
さ
ん
は
、

参
加
者
全
員
の
発
言
を
う
ま
く
引
き
出
し
中

立
的
な
立
場
に
い
な
が
ら「
目
指
す
ゴ
ー
ル
」

を
さ
り
げ
な
く
導
き
出
し
、会
議
終
了
時
点

で
は
参
加
者
が
同
じ
ベ
ク
ト
ル
に
向
い
て
い

る
事
を
何
度
も
経
験
し
ま
し
た
。
柔
軟
性
と

高
い
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
を
持
ち
合

わ
せ
て
い
ま
し
た
。

③�

製
薬
会
社
、保
険
薬
局
、青
年
会
議
所
、市
薬

剤
師
会
な
ど
で
の
様
々
な
経
験
か
ら
豊
か
な

人
間
性
、健
康
な
生
活
を
守
る
使
命
感
、責

任
感
及
び
高
い
倫
理
観
を
有
し
て
い
る
神
谷

さ
ん
は
ま
さ
に
適
任
だ
と
感
じ
ま
し
た
。
企

画
実
行
委
員
会
で
は
、以
前
か
ら
こ
の
日
を

待
っ
て
お
り
ま
し
た
。

④�

こ
れ
か
ら
の
薬
剤
師
は
対
人
業
務
の
充
実
、

医
療
安
全
の
確
保
を
前
提
と
し
た
対
物
業
務

の
効
率
化
・
高
度
化
、地
域
に
お
け
る
薬
剤

師
の
活
用
、薬
局
機
能
強
化
が
求
め
ら
れ
て

お
り
、制
度
が
大
き
く
変
更
さ
れ
る
こ
と
が

予
想
さ
れ
ま
す
。
そ
の
中
で
し
っ
か
り
と
リ
ー

ダ
ー
シ
ッ
プ（
発
想
力
・
決
断
力
・
行
動
力
）を

取
っ
て
欲
し
い
。

⑤�

薬
剤
師
議
員
は
絶
対
に
必
要
。
み
ん
な
で
応

援
し
ま
し
ょ
う
。

心
ひ
と
つ
に
、み
ん
な
の
神
谷
、

み
ん
な
で
神
谷
！

◆
小
屋
敷
淳
子
さ
ん

　�

山
口
県
薬
剤
師
連

盟�

幹
事
長
／
日
本

薬
剤
師
連
盟�

　
企
画
実
行
委
員

①�
基
本
的
に
真
面
目
で
す
が「
堅
い
」と
い
う

こ
と
は
な
く
、む
し
ろ
と
て
も
柔
軟
で
、相

手
の
話
を
し
っ
か
り
聞
き
ど
ん
な
状
況
で
も

臨
機
応
変
に
、相
手
の
立
場
に
立
っ
た
対
応

が
で
き
る
方
で
す
。
会
議
の
時
な
ど
は
冷
静

沈
着
で
す
が
、飲
み
会
で
は
お
茶
目
な
一
面

を
惜
し
み
な
く
発
揮
す
る
、い
じ
ら
れ
・・
い

え
、愛
さ
れ
キ
ャ
ラ
で
す
♪

②�

日
本
薬
剤
師
連
盟
の
企
画
実
行
委
員
会
で
は

い
つ
も
熱
い
議
論
が
交
わ
さ
れ
あ
ち
こ
ち
か

ら
意
見
が
飛
び
交
う
中
、神
谷
先
生
は
笑
顔

で「
は
い
」と
そ
っ
と
手
を
挙
げ
、指
名
さ
れ

て
か
ら
発
言
さ
れ
る
姿
は
と
て
も
印
象
的
で
、

私
は
そ
の
神
谷
イ
ズ
ム
を
ひ
そ
か
に
継
承
し

よ
う
と
し
て
い
ま
す
が
こ
れ
が
な
か
な
か
難

し
い
!

③�

日
薬
連
盟
で
共
に
活
動
を
し
て
い
く
中
で
、

神
谷
先
生
が
組
織
内
統
一
候
補
に
な
っ
て
く

れ
た
ら
と
願
っ
て
い
た
の
で
、よ
く
ぞ
決
意

し
て
く
れ
た
と
い
う
思
い
で
し
た
。
候
補
に

決
ま
っ
た
時
の
企
画
実
行
委
員
会
の
グ
ル
ー

プ
ラ
イ
ン
で
は
、一
緒
に
戦
お
う
!
と
委
員

会
メ
ン
バ
ー
が
心
を
ひ
と
つ
に
し
ま
し
た
。

皆
同
じ
気
持
ち
だ
っ
た
ん
だ
な
と
。

④�

現
場
出
身
で
あ
る
こ
と
が
な
に
よ
り
の
強
み

で
あ
る
神
谷
先
生
に
は
、こ
れ
か
ら
も
現
場

目
線
で
現
場
の
思
い
や
声
を
し
っ
か
り
と
受

け
止
め
て
活
動
し
て
い
た
だ
け
る
と
期
待
し

て
い
ま
す
。

⑤�

神
谷
ま
さ
ゆ
き
先
生
の
キ
ャ
ッ
チ
コ
ピ
ー
は

「
か
が
や
け��

み
ら
い
の��

や
く
ぎ
ょ
う
か
い
」

で
す
が
、輝
く
未
来
が
や
っ
て
く
る
か
ど
う

か
は
私
達
に
か
か
っ
て
い
ま
す
。
い
ま
頑
張

る
の
は
私
達
で
す
。
神
谷
先
生
に
対
し
て
は

「
頑
張
っ
て
く
だ
さ
い
」で
は
な
く「
一
緒
に

が
ん
ば
り
ま
し
ょ
う
」と
い
う
気
持
ち
で
支

援
し
て
い
た
だ
き
た
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。


